
 

 

 

 

 

 

    自分を知る   
副校長  新島 隆  

 

日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。４月に金沢

中学校から異動してきました副校長の新島です。よろしくお願いします。 

皆さまもご存知の通り、新型コロナウィルスの影響により、本校においても未だ様々な制

限が強いられています。学校行事や部活動などの教育活動及びＰＴＡ活動が思うようにでき

ない状況も続いています。この様な中でも子どもたちは、マスク着用・手洗いの徹底・消毒

など新しい生活様式を実践しながら学校生活を送っています。一日も早く、従来の学校生活

に戻れることを望んでいます。 

 私は、毎日起床時に体重を計測します。次に万歩計をポケットに入れます。今の自分を知

ることとその日の自分を知るためです。体重が増加していれば、その日の食事は少し量を減

らします。減少していれば、ご褒美があるかもしれません？ 毎日歩く歩数も決めています。

平日は一万歩、休日は二万歩です。帰宅して不足している歩数は夕食後の散歩で補います。

何十年も継続しているので全く苦になりません。健康維持のため必要なことです。 

 今の自分を知りましょう。元気なのか？ 疲れているのか？ 元気な時は、頑張りましょ

う。疲れた時はひと休みしてください。時には、ひと休みすることも必要です。 

 その日の自分を知りましょう。わからないことは、そのままにしない。気になることは、

周囲に相談する。学校には、相談できる友達や先生方がたくさんいます。毎日１日の終わり

には、心と体をリセットしてさわやかな気分で翌朝を迎えましょう。 

今日も元気に行ってきます。日吉台中学校は、皆さまを応援しています。 

 

 
１学年 箱根遠足 

5月１８日（水）箱根遠足を実施しました。遠足実行委員が考えた「Reds」（ルールを守る 
everyone みんなが どんなときも スマイル）のスローガンのもと、班行動の係分担を行
ったりルールの確認をしたりして当日を迎えました。青い空と新緑に映える見事な富士山に
出迎えられて清々しい気持ちで活動がスタートしました。星槎レイクアリーナ箱根において
のネイチャーウォークラリーでは、班員が協力して「丸太切り」や「重さ当て」「ハンター
（パチンコで獲物を狙う）」を行いました。生命の星・地球博物館では、ヒグマやバイソン
のなど大型動物の標本に驚き、世界各地の昆虫を興味深く観察する姿が見られました。翌日
の遠足振り返りでは、「班長さんが、みんなをリードしてくれて、充実した班行動になりま
した。」「今まで話をしなかった人と話をすることができた。」「教室では見られない友だちの
新しい一面を見ることができた。」「とても楽しい一日でした。みんなに感謝です。」などの
感想が出ました。クラスメイトとの心の距離が近づいた時間になったようです。 
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２学年 体育祭に向けて 
６月に行われる体育祭の種目「大縄跳び」の練習が始まりました。昼休みや放課後の時間

２０分を使って練習が行われていて、グランドには「せーの！」や「次！次！！」と元気な
声が響いています。練習修了の合図がなると「早い！」「もうおしまい？」といった声が聞
かれるほどです。２年生はどのクラスも昨年度の経験を生かし、「去年はこんなふうにやっ
たよ」など声をかけあい、試行錯誤しながらクラスで一丸となって取り組んでいます。まだ
まだ練習が始まったばかりですが、各クラス気合が入っていて体育祭当日が今から楽しみで
す。体育祭実行委員を中心にみんなで楽しく真剣に練習に取り組んで行ってください。 

  

 

３学年 修学旅行…いざ奈良・京都へ！ 
スローガン『 成 挑 ‼ 〜今日もきょうとて奈良しか勝たん!〜 』 

 ３年生は５月１５日～１７日、修学旅行へ行ってきました。「修学旅行に行けること」に
感謝の思いをもち、昨年、一昨年と実施できずに卒業していった先輩達の分まで学び、楽し
んで思い出を作ってこようと横浜を後にしました。 
 奈良では、鹿と戯れ、奈良公園、東大寺、興福寺、春日大社等を班で巡りました。世界遺
産や国宝を目の当たりにして、「あちこちに重要文化財があってビックリ」と日記に書いて
いる人もいました。 
 ２日目は、タクシーで班別自主活動を行いました。チェックポイントの清水寺では、生徒
達の表情から旅を満喫している様子が伝わってきました。３日目はクラスに分かれ、バスで
由緒ある寺院や神社を訪ね、体験学習を行いました。友禅染、組みひも、西陣織、絵付け、
座禅等、京都には様々な伝統工芸や文化が後世に引き継がれていることを実感できました。 

制限がある修学旅行でしたが、時間やルールを守り、自分たちで考え行動する中で、互い
に思いやり支え合う姿を多く目にしました。学年としての力も強まって帰ってくることがで
きたのではないかと思います。これから、一人ひとりがさらに最上級生らしい活躍を見せて
くれることを楽しみにしています。  


